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医療関連感染対策

平成２５年１０月１７日

７.消毒・滅菌保証

福島県立医科大学

感染制御学

金光敬二

滅菌：すべての微生物を殺滅または除去

洗浄・消毒・滅菌の定義

消毒：有害な又は目的の微生物を化学的に減少

洗浄：有害な微生物を減少または除去
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どのような機材、物品をどのような消毒薬で
消毒するのか

スポルディングの分類

床

クリティカル

点滴台
体温計

内視鏡 ガーグルベースン

手すり

病院にあるさまざまな物品

傷口・術創

セミクリティカル

ノンクリティカル

人体
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消毒薬の分類

分類 消毒薬 効果

高水準消毒

グルタラール
大量の芽胞を除き

すべての微生物を殺滅
フタラール

次亜塩素酸ナトリウム

アルコール

塩化ベンザルコニウム

中水準消毒

低水準消毒

過酢酸

ポビドンヨード

クロルヘキシジン

両性界面活性剤

芽胞以外のすべて
の微生物を殺滅

結核菌、ウイルス、消毒薬に抵抗
性の菌を除いた微生物を殺滅
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消毒薬のスペクトル

一般細菌

酵母様真菌
糸状真菌

ウイルス
芽胞

高水準消毒薬

結核菌

中水準消毒薬

低水準消毒薬

熱水

分
類 消毒薬一般名

グラム陽性菌 グラム陰性菌 真菌

抗酸菌
一般菌 MRSA 一般細菌 非醗酵 酵母菌 糸状菌

高
水
準
消
毒

過酢酸 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グルタラール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

フタラール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中
水
準
消
毒

次亜塩素酸ナトリウム ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

ポドドンヨード ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

消毒用エタノール ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

イソプロパノール ○ ○ ○ ○ ○ △ ○

低
水
準
消
毒

クロルヘキシジングルコン酸塩 ○ ● ● ● ● △ ×

ベンザルコニウム塩化物 ○ ● ● ● ○ △ ×

塩酸アルキルジアミノエチル

グリシン
○ ● ● ● ○ △ △

消毒薬の抗菌スペクトル
○：有効
●：常温温度、短時間または規定時間の背接触で抵抗性を示す菌が報告されている
△：一部有効または効果が劣る
×：無効
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分
類 消毒薬一般名

ウイルス

芽胞エンベロープ
有

HIV
HCV

HBV
エンベロープ

無

高
水
準
消
毒

過酢酸
○ ○ ○ ○ △

グルタラール
○ ○ ○ ○ △

フタラール
○ ○ ○ ○ △

中
水
準
消
毒

次亜塩素酸ナトリウム
○ ○ ○ ○ △

ポビドンヨード
○ ○ ○ ○ ×

消毒用エタノール
○ ○ △ △ ×

イソプロパノール
○ ○ △ △ ×

低
水
準
消
毒

クロルヘキシジングルコン酸塩
△ × × × ×

ベンザルコニウム塩化物
△ × × × ×

塩酸アルキルジアミノエチル

グリシン △ × × × ×

高水準消毒薬

損傷のない粘膜
創のある皮膚

グルタラール

過酢酸
フタラール

に接触する器材

呼吸器装置

内視鏡

麻酔装置

経食エコー

ペッサリング
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N Engl J Med. 1997 Jul 24;337(4):237-40

大腸内視鏡によって伝播したC型肝炎ウイルス

背景

両症例とも肝機能異常があり精査目的で入院

1995年6月

両症例とも、ALT上昇、HCV抗体陽性

55歳男性（症例1）とその妻54歳（症例2）が悪心

腹痛、結膜黄疸の肝炎様症状があった

1995年10月

内視鏡検査との時期的な関係より院内感染を疑う

輸血歴はない。結腸癌の家族歴がある

両症例とも発症3ヶ月前に大腸内視鏡の施行歴

両症例とも、同年の献血時には陰性であった
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月
HCV抗体

HCVRNA

1 ２ ３ ６４ ７５ ８ １２１１１０９ 月

＋－
－

＋
＋＋NT

嘔吐
悪心

大腸内視鏡

HCVRNA

HCV抗体

1 ２ ３ ６４ ７５ ８ １２１１１０９

－
－

－
－ ＋＋

＋ ＋
NT

悪心

大腸内視鏡

症例１
55歳男性

症例２
54歳女性

血
清
ア
ラ
ニ
ン
ア
ミ
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ェ
ラ
ー
ゼ (U/L)
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グルタラール

OHC-CH2-CH2-CH2CHO

（グルタルアルデヒド）

作用メカニズム
アルデヒドによる蛋白の凝固

組織浸透性は低い

常用濃度
２％（内視鏡の消毒などに使用される）

副作用
皮膚・・・脱色、皮膚炎、角化症

呼吸器・・・鼻炎、喘息、気管支炎、呼吸障害、咽頭痛

眼球・・・結膜刺激、結膜炎、流涙

消化器・・・悪心、嘔吐

（商品名：ステリハイド、サイデックス）

空気中の基準
０．２ppm（米国OSHA、英国）

フタラール

-CHO

（オルトフタールアルデヒド）

作用メカニズム

アルデヒド基と蛋白のアミノ基の脱水反応

常用濃度
0.3％（内視鏡の消毒などに使用される）

副作用
経尿道的検査に使用する機材に使用しないこと

超音波白内障手術器具類に使用しないこと

（商品名：ディスオーパ）

皮膚、衣類の蛋白質と結合し着色する

経食エコーのプローブでショック

性質
高温（４０度以上）、アルカリ性（pH>9）、光により分解する

-CHO

0.55%
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フタラール

保存は、室温で（冷蔵は禁）

（商品名：ディスオーパ）

0.3％以上であることを確認すること
0.55%

１）テストストリップ

また１４日を超えて使用しないこと

結果は、９０秒後に判定

価格：無償で提供

２）簡易濃度測定機器

定価：３０万円（保守費用１年3万５千円）

コンピューター管理も可能

目視判定でない

ストリップを消毒液に１秒ひたす

薬液を少量採取して測定する
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過酢酸

酢酸（CH3COOH）と過酸化水素（H2O2）の化合物

作用メカニズム

ヒドロキシラジカルによる細胞蛋白の変性

それに基づく輸送阻害、代謝の不活化

常用濃度
0.3w/v％（内視鏡の消毒などに使用される）

特徴

変異原性なし

作業環境にもやさしい

（商品名：アセサイド）

アレルギーや感作の報告なし

お酢の臭い

第一剤50ml及び第二剤50mlと精製水900mlを混合する）

腐食性のため鉄、胴、真鍮、亜鉛、炭素鋼などには使用できない

6%
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過酢酸
（商品名：アセサイド）

6%

保存は、要冷蔵

実用濃度0.2％以上であることを確認すること

１）アセサイドチェカー

また１４日を超えて使用しないこと

価格：３０００円（１００枚）

２）ポータブル濃度チェッカー

定価：９万５千円（メンテ不要）

目視判定でない

薬液を少量採取して測定する

試験紙タイプ

開封後は６カ月間有効

オリンパス

ただし、セルセット１万円（６０回分）

OER-3

自動内視鏡洗浄消毒装置

OER-S

耳鼻咽喉ビデオスコープ

エンドクレンズ-D
オリンパス ジョンソンエンドジョンソン
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消毒薬の分類

分類 消毒薬 効果

高水準消毒

グルタラール
大量の芽胞を除き

すべての微生物を殺滅
フタラール

次亜塩素酸ナトリウム

アルコール

塩化ベンザルコニウム

中水準消毒

低水準消毒

過酢酸

ポビドンヨード

クロルヘキシジン

両性界面活性剤

芽胞以外のすべて
の微生物を殺滅

結核菌、ウイルス、消毒薬に抵抗
性の菌を除いた微生物を殺滅

次亜塩素酸ナトリウム（NaOCl）

作用メカニズム

塩素臭あり、水溶液はアルカリ性

細菌の細胞膜、細胞質中の有機物を酸化分解、ウイルスの蛋白を酸化

常用濃度
0.001％～1％（10000ppm）

副作用 金属に対し腐食性

血液、蛋白などの有機物と接触するとNaClとなる

酸性液と混合し塩素ガス発生

性質

10％溶液

6％溶液

1％溶液

ハイポライト

ピューラックス

ミルトン

血液、体液、排泄物などに汚染された器具、リネン、環境の消毒

医療用具の消毒（１分以上浸漬）

手術室、病室、家具、物品などの消毒（清拭）

哺乳瓶、乳首

遮光し、冷所保存

ハイポライト10
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ハイポライト
添付文書より

次亜塩素酸ナトリウムの用途別の濃度

×

ハイポライト：１０％
５００倍希釈→２００ppm
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次亜塩素酸ナトリウム液は高温で不安定
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悪い消毒

消毒用エタノール

作用メカニズム
菌体の蛋白の変性、溶菌作用

用途
注射部位の消毒

特徴

に対し消毒効果が弱い

エタノール（CH3-CH2-OH）

15℃でエタノール76.9v/v％～81.4v/v％を含んでいる

無色、速乾性であり、引火性あり

代謝機構阻害

体温計などの消毒

イソプロパノールは、エタノールより吸入毒性が強い

イソプロパノールは、エタノールに比べ親水性ウイルス（アデノ、ロタ）

粘膜には使用しない

創傷部位もさける
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・管理しやすい

・低コストになってきた

単包化

万能壷

・適切な管理が必要

・アルコールが揮発する

ポビドンヨード

作用メカニズム
H2OI

＋が微生物の蛋白に直接働くと考えられている

常用濃度
１０％（原液）

注意点
塗布後乾燥させる（接触性皮膚炎の防止）

直射日光を避ける（製品の温度が上昇）

オートクレーブにはかけない（消毒効果が低下）

揮発性あり性（蓋をあけたままにしない）

（商品名：イソジン、ネオヨジン）

手術部位の皮膚の消毒
手術部位の粘膜の消毒
その他、創傷部位の消毒、熱傷部位の消毒

胎盤通過性あり

着色性あり

使用方法
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消毒薬の分類

分類 消毒薬 効果

高水準消毒

グルタラール
大量の芽胞を除き

すべての微生物を殺滅
フタラール

次亜塩素酸ナトリウム

アルコール

塩化ベンザルコニウム

中水準消毒

低水準消毒

過酢酸

ポビドンヨード

クロルヘキシジン

両性界面活性剤

芽胞以外のすべて
の微生物を殺滅

結核菌、ウイルス、消毒薬に抵抗
性の菌を除いた微生物を殺滅

ベンザルコニウム

作用メカニズム
陽イオンが菌体の表面に吸着され蛋白の変性を起こす

常用濃度
皮膚消毒・・・0.05％～0.1％

特徴

経口毒性が強い

大量の場合、嘔吐、腹痛、咽頭・食道の腐食、血圧低下

呼吸麻痺、チアノーゼなどの症状がある

（商品名：オスバン、ザルコニン）

皮粘膜、創傷部位・・・0.01％～0.025％

結膜のう洗浄液・・・0.01％～0.05％

有機物の共存は消毒効果を減弱（石鹸は良く洗い流す）

[C6H5CH2N(CH3)2R]Cl
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クロルヘキシジングルコン酸塩

作用メカニズム
細胞膜に障害（低濃度）

常用濃度
手指・皮膚消毒・・・0.1％～0.5％

特徴

粘膜の使用禁止

経口毒性が少ない

（商品名：ヒビテン）

栄養型細菌に効果がある

耐性菌が報告されている
（Pseudomonas spp、Burkholderia spp、Serratia spp）

細胞質内の蛋白を変性（高濃度）

皮膚の創傷部位の消毒・・・0.05％

5%

ヒビテン
添付文書より

クロルヘキシジンの用法用量
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血管内留置カテーテル関連感染予防の
ためのＣＤＣガイドライン 2011

皮膚の前処置

1. 末梢静脈カテーテルを挿入する前に、消毒薬（70%アルコール、ヨードチ
ンキ、ヨード製剤、クロルヘキシジン製剤）を用いて皮膚を消毒する IB

2. CVC、末梢静脈カテーテルを挿入する前あるいはドレッシング交換時
は、0.5%より高濃度のクロルヘキシジンを含むアルコール製剤で皮膚を
消毒する。もしクロルヘキシジン製剤が禁忌なら、 ヨードチンキ、ヨードフォ、
70%アルコールが代替として使用できる IA

3. 皮膚消毒において、クロルヘキシジン含有アルコール製剤とポビドン
ヨード含有アルコール製剤の比較検討はなされていない 未解決の問題

4. 2カ月未満の乳児における、クロルヘキシジンの安全性と有効性に関す
る推奨はない 未解決の問題

5. カテーテル挿入時は、製造販売業者の推奨に従って消毒薬が乾燥する
のを待つ IB
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中心静脈ライン挿入時には、

福島医大のマニュアル

挿入部の管理は、

マキシマルバリアプレコション

皮膚消毒→

綿球を用いて広い範囲を消毒

綿棒を用いて→

様々なクロルヘキシジン製剤

適応

末梢カテーテルの挿入

カテーテル挿入部のケア

血液培養の血液採取時

10cm×10cmの皮膚消毒

Solu I.V.TM Maxi Swabsticks

Solu I.V.TM Swabsticks

適応

末梢穿刺中心静脈カテーテル

ミッドラインカテーテル

透析用カテーテル

TegagermTM CHG Securement Dressing

中心静脈カテーテル

ＣＶ挿入時

ChloraPrep® Sepp® 0.67mL Applicator

ChloraPrep® 26mL Applicator


